
 

 

 

 

 

 

防犯教室（ ６月 15日 開催 ） 

「子どもたちの安全安心」の確保の 

ため、熊野警察署のご協力を得て 

防犯教室を開催しました。子どもの 

発達段階を考慮して、低学年の部と 

高学年の部に分かれて、紙芝居や映像等を使用してわかりやすく教えてくれました。低学年では、実際に 

大きな声で叫ぶ練習や、高学年ではネット犯罪にふれるなど充実した内容でした。 

熊野警察署員のみなさま、ありがとうございました。 

個別懇談会（7月２・３・４・5日実施） 

お忙しい中、個別懇談会におこしいただきありがとうございました。 

今後とも、なにか気になることがございましたら、学校・担任まで 

ご連絡いただきますようお願いいたします。 

通学路点検を実施します（7月 18日実施予定） 

子どもたちの登下校時等の安全を確保するために、警察や道路管理者（国・県・市）、市教育委員会が主

体となって「通学路交通安全プログラム」が実施されており、有馬中学校区では 7月 18日に実施されます。 

本校では、事前に保護者のみなさまのご協力を得て、通学路の危険箇所についてまとめさせていただきま

した。この資料については、通学路点検実施前に、警察・道路管理者（国・県・市）・市教育委員会へ提出し、

慎重に点検していきたいと考えています。 

尚、点検結果や対応等については、実施後に報告させていただきます。 

また、夏休みをひかえて子どもたちの行動範囲も広くなることが予想され 

ます。ご家庭におかれましても、この資料をもとに交通安全指導をよろしく 

お願いいたします。 

 

 

金山小学校区における通学路の危険箇所について 

 

【 A 】  

①国道３１１号線 金山集会所から紀和方面      

・交通量が多く、スピードも出ている。               

・歩道が無く、路側帯も狭い。 

・大型車両もとても多く危険。                    

 ②集会所前の信号待機所 

（反対側の信号待機所も同様） 

・３１１号線から左折した車（熊野から紀和 

方面へ向かう車線からの左折）の内回りや、 

大型車の内輪差等により待機所の安全が確 

保できない。 

                       

【 B 】  

国道３１１号線 金山集会所から有馬平交差点 

（主に、有馬中学校の通学路） 

 ・交通量が多く、スピードも出ている。 

 ・大型車の走行も多い。 

・歩道が無く、路側帯も狭い。 

・自転車で走行するのはとても危険。 
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【 C 】 

くまのっ子学童クラブからパイロット宿舎まで 

・ガードレール無し 

・境界ブロック無し 

・側溝の蓋 無し 

・カーブで見通し悪く、白線を越えて内側を 

曲がる車が多い 

 

【 D 】  

「菓子の樹」近くの T字路 

・横断歩道手前に一時停止の道路標示がある 

にもかかわらず、横断歩道を越えてから減 

速・一時停止する車がほとんどであり、減 

速や一時停止をせずに通過する車もある。 

 

 

【 E 】 

天理教附近を通る道路 

・道幅も狭く、側溝に蓋（ふた）がない。 

・交通量もあり、スピードを出している車もある。 

 

＊写真は、危険区域における一部の箇所 

 

 

 

【 F 】 夢ヶ丘附近 横断歩道  

【 G 】 学校附近の横断歩道 

・交通量も多く、スピードが出ている。 

・横断歩道が見えにくい。 

・右写真では、木の陰で歩行者が見えにくい。 

 

【 H 】 

オレンジロード（GS～県営住宅） 

・路側帯が狭く、交通量が多い。 

・スピードが出ていて、横断歩道が危険。 

・カーブのため見通しも悪い。 

・横断歩道がカーブの近くにある。 

・側溝の蓋の上を歩かなければならない。 

＊下の写真は、多くの危険箇所の内の数 

箇所（一部）である。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 I  】 

 三重塗装附近の道路 

・スピード出して走る車が多い。 

・制限速度４０となっているが、３０でも 

 いいのではないか？ 

・カーブの近くに横断歩道がある。 

 

 

 

【 J 】 

 オレンジロード（野下写真店～山崎） 

・路側帯が狭い。 

・交通量が多く、スピードが出ている。 

・横断歩道の待機所が狭い。 

・横断歩道が消えかかっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 K 】 

 ひろや～熊野病院附近の道路 

・路側帯が狭い。 

・カーブで見通しが悪い。 

・交通量が多い。 

 

 

 

 

 

 

＊上記以外においても、危険な箇所が多くあると考えられます。 

 今後ともお気づきのことがあれば、学校までご連絡をお願いいたします。 

 危険箇所への対応については、早急に対応できるものや改善するための予算等との関係から時間を

有するもの、また、さまざま要因により対応が難しいものなど多様なケースが予想されます。 

しかし、子どもたちの安全確保のためにしっかりと対応を求めていきたいと思います。 

金山区や久生屋区においても、すでに道路管理者等に対して地域を代表して陳情活動等をしていただ

き、子どもを含めた地域住民の安全確保に努めていただいています。ありがとうございます。 

 


